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夏が近づいてきました  
紫陽花が見頃を迎える６月になりました。先月は、５月とは 

思えない、真夏のような日が幾日もありました。そのような中、 

遠足等の各学年の行事を無事に終えることができましたのは、 

保護者の皆さまの、お茶の用意や、子どもたちの体調管理等、

多くのご協力のおかげでございます。ありがとうございます。 

 

さて、先日のことです。朝に校区を回っていると、女の子が「校長先生見て!!めっちゃきれいなチョウ

やで」と声をかけてくれました。見ると、アゲハチョウが羽を広げて止まっていました。思わず、きれいだ

なあと見とれてしまいました。また、「登校中に、モンシロチョウがいっぱいとんでて、きれいやったで」と

教えてくれる女の子もいました。違う日には、「クワガタムシをとりに行って

きてん」と教えてくれる男の子がいました。「へえ、ノコギリクワガタ？」と聞

くと、「ノコギリクワガタはまだ早いかな。今はな・・・」と、クワガタムシにつ

いていろいろと教えてくれました。 

夏が近づくこの時期は、さまざまな生きものが現れます。生きものに興味を持っている子どもたちも

多く、通学路や校内で、立ち止まって何かを見ている姿を時々見かけます。私も子どもの頃に、金

魚や、カブトムシ、クワガタムシを家で飼っていたので、生きものに興味を持つ子どもたちの気持ちは

わかります。（あわせて、責任をもって面倒をみると言ったから飼うことを許可したのに、全然面倒を

みていないと、親から叱られたことを思い出しました・・・） 

生き物に興味を持つことはとても素敵なことだと思います。しかし、毒を持っていたり、さわると危険

だったりする生きものに出合うことがあるかもしれません。（今年度、校内にスズメバチが巣を作って

いると職員から指摘があり、緊急に対処したことが２度ありました。）また、校区には、用水路や、

田んぼの脇の道路など、気をつけてほしい場所がたくさんあります。学校では、子どもたちの興味関

心を大切にしながら、命を守るための「安全教育」もしっかりと進めていきます。地域の皆さまも、子

どもたちの安全な登下校のために積極的に声かけをしてくださっています。ご家庭におかれましても子

どもたちへのご指導をよろしくお願いします。 
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